


【要約】 極低出生体重児として出生したハイリスク児に対する発達援助システムとして

早期介入がある。この課題については、「ハイリスク児の総合的ケアシステムに関する研

究」と題して平成 6年度厚生省心身障害研究報告書にその研究の成果を報告している。研

究結果は有効性を検討するため統制群との関わりで比較検討しているが、対象児に対する

感覚統合訓練的な遊びは児の発達に好結果を与え、さらには、母親の参加が親同志のここ

ろの交流の場となる等、その成果には期待するものがあった。今回はこの研究を踏まえ、

より厳密な研究計画のもとで研究に着手した。特に意を注いだ事項は比較対象とする非介

入群との社会的環境要因についての問題であり、また、対象年齢を一歳前後にし、より早

期の効果性を課題にしたことである。


